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第10章　踊れば勝てる？──2024年インドネシア大統領選挙におけるティックトック政治の特徴──

はじめに

　2024年2月の大統領選挙では，3組の正副大統領候補（アニス・バスウェダン

とムハイミン・イスカンダル，プラボウォ・スビアントとギブラン・ラカブミン・

ラカ，ガンジャル・プラノウォとマフッド・MD）が出馬し，プラボウォ＝ギブラ
ンのペアが約60％の得票率で勝利した。この勝利のおもな要因は，プラボウ
ォ＝ギブランが現職のジョコ・ウィドド大統領（通称ジョコウィ）の後継者と
見なされたことである。ジョコウィ大統領は，2期目の任期が終わる頃でも支
持率は約80％に達しており，プラボウォがその後継候補になれたことは圧倒
的に有利であった。
　また，副大統領候補のギブランはジョコウィの長男である。総選挙法は大統
領選挙に出馬できる最低年齢を40歳と規定していたが，ジョコウィの義弟が
長官を務める憲法裁判所が「地方自治体の首長としての経験があれば例外を認
める」との判断を下し，当時36歳でスラカルタ（通称ソロ）市長を務めていた
ギブランが副大統領候補となる道を開いた。
　ジョコウィ大統領が大統領活動資金枠を使って選挙キャンペーン期間中に配
布した食料や現金の配布先は，プラボウォ＝ギブラン陣営に不利とされていた
選挙区が目立った。また，警察，地方首長などがプラボウォ＝ギブランを支援
しているという話題がメディアで取り上げられた。このような司法機関や国家
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装置の動員，国家財政の利用に対して，NGOや知識人などから，民主的に選
出された大統領が民主主義の価値を損なっているとして厳しい批判が起きた。
くわえて，ジョコウィが息子をプラボウォの副大統領候補に押し込み，一族支
配を目論んでいるという批判もあがった。
　しかし，こうした民主主義の後退に対する懸念は一部の中間層の人々だけの
ものであり，プラボウォ＝ギブランへの支持率が下がることはなかった。ギブ
ランが副大統領候補に選ばれたことで，プラボウォの支持率が下がるどころか
上昇したことは，一般の有権者の多くがジョコウィ支持であることを示すもの
であった。
　プラボウォ＝ギブランが圧勝したもう1つの要因として取り上げられること
が多いのは，プラボウォのリブランディング戦略である。プラボウォは2014年，
2019年の大統領選挙に挑んで敗北を喫している。これまで2回の大統領選挙
では，彼は愛国的で強いリーダーというイメージ戦略を展開していた。しかし，
今回の2024年選挙では，愛嬌があって親しみやすさもある愛国的リーダーへ
とリブランディングを行った。選挙戦期間中には，プラボウォ支持者が使った
「かわいい（gemoy）」という，これまであまり使われたことのない言葉がプ
ラボウォを表現する形容詞として広まった。ソーシャルメディアを通じて，リ
ブランディングしたプラボウォの人気が高まったことが勝利につながったとい
うことがよく言われている。とりわけ，短編動画アプリ「ティックトック
（TikTok）」が選挙戦の重要な戦場となり（Economist 2024），プラボウォ＝ギ
ブラン陣営は「ティックトックの波」を最も効果的に活用したとされた
（PinterPolitik 2024）。
　本章では，選挙関連ティックトックの定量的および定性的分析を行い，プラ
ボウォ＝ギブランがどれほどティックトックで優位に立ち，どういったコンテ
ンツで人気を得たのかを分析する。それではまず，そもそもティックトックと
は何かについてみていくことにしよう。
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世界を席巻するティックトック1

　ティックトックは，世界中で人気を博している短編動画アプリである。
2016年，中国企業のバイトダンスが中国市場向けに短編動画共有アプリ
「Douyin（抖音）」をリリースし，その翌年に国際版としてティックトックの
配信を始めた。当初のティックトックは，ユーザーが最大15秒の動画を作成
して配信できるサービスを提供するアプリであった。面白く創造性に富んだ動
画や，誰でも簡単に音楽に合わせてダンス動画を作成できる点が若者に支持さ
れた。国際版の展開から5年あまりで，ティックトックは世界で最も価値のあ
るスタートアップ企業となり，中国初のグローバルに成功したソーシャルメデ
ィアとなっている。
　2023年時点で158カ国，53言語で利用され，2023年10月の時点で18歳以
上のアクティブユーザーは12億1800万人に達している（Dean 2024）1）。これ
だけ一気に普及したティックトックの利用を危惧する声も強い。ティックトッ
ク依存症と呼ばれる若者が急増しているし，また，中国政府や共産党がティク
トックのデータにアクセスする権限をもつという危険性を指摘する声もある。
そうしたこともあって，2020年にインド，2023年にネパールがティックトッ
ク禁止措置を取った。さらにアメリカでもティックトックが禁止されようとし
ている。
　ティックトックのユーザー数が短期間で急増した理由は，視聴者と投稿者の
両方にとって魅力的なプラットフォームだからである。視聴者にとっては，
BGMありの短編動画を次々と視聴できるため，時間効率がよい。気に入った
動画には「いいね」ボタンを押したり，共有したり，すぐにダウンロードした
りすることができる。ティックトックはユーザーのスマートフォン上の情報を
分析し，ユーザーが興味をもちそうな動画を推薦する優れたアルゴリズムをも
っている。フォローしていない投稿者の動画でも，あるユーザーが興味をもつ

1）ティックトックは登録年齢を13歳以上としている。13歳から17歳までの利用者数を含めればさら
に利用者数が多くなる。
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と判断されれば，そのユーザーのスマホの画面に表示される仕組みになってい
る。
　また，動画が縦型に設計されているため，スマートフォンで視聴しやすい2）。
投稿者からすれば，短い動画は編集に手間がかからず，ティックトックが提供
する音楽やエフェクトを使えば比較的簡単に動画を作成できるため，参入しや
すい。さらに，他のソーシャルメディアと異なり，フォロワーがいないユーザ
ーでも動画が興味を惹くものであれば約150回以上視聴される可能性がある3）。
動画が高評価を得れば，さらに多くのユーザーに配信されるため，アマチュア
の動画でもバズる（＝インターネット上で話題になる）チャンスが高い。
　こうした特徴を有するティックトックを最も利用しているのは，幼少期から
インターネットに親しんできた若い世代である。彼らにとって，時間効率のよ
さ，多様でユニークなコンテンツへのアクセス，自分の興味に合ったコミュニ
ティ，場合によっては短編動画を作成してインフルエンサーの動画のようにバ
イラル化する（＝拡散していく）可能性がある点が，ティックトックの大きな
魅力となっている。若年層は，ティックトックの面白い動画に夢中になるだけ
でなく，日常生活で役立つ新商品や情報もティックトックから得ている。この
傾向はインドネシアの若者にも当てはまる。

インドネシアにおけるティックトック・ブーム2

　世界の他地域と同様に，インドネシアの現代の若者世代はおもにソーシャル
メディアからニュースを得ている。たとえば，2023年にIDNリサーチ・イン
スティテュートが実施した調査によれば，Z世代（1997～2012年生まれ）の回
答者の73％がおもにソーシャルメディアからニュースを取得している（IDN 

2）縦型配信はTikTokで成功したあと，ユーチューブ（YouTube）やインスタグラム（Instagram）
に広がった。

3）バイトダンス社は具体的な最低視聴回数を公表していない。最低視聴回数は300 ～ 400回だとい
う意見も聞かれる。
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2024a, 93）。一方，ミレニアル世代（1981～1996年生まれ）の回答者では48
％がソーシャルメディアを主要な情報源としている（IDN 2024b, 93）。ソーシ
ャルメディアのなかでも，ティックトックのような視覚的なソーシャルメディ
アは，若者世代にとってますます重要な情報源となりつつある。
　インドネシアは，世界で2番目に多いアクティブなティックトック・アカウ
ントを有しており，その数は1億2680万に上る（Kemp 2024）。ユーザーの大
半は若者世代である。Socialinsiderのデータによれば，2023年時点でインド
ネシアのティックトック・アカウント保有者の41.8％が24歳以下，81.7％が
34歳以下であった（Socialinsider 2023）。さらに，Jakpatが2023年12月に実
施したサーベイ調査（回答者数1276名）によると，Z世代の51％がティックト
ックを最も重要な情報源としていると回答した。一方，ミレニアル世代では
32％，X世代（1965～1980年生まれ）では30％がティックトックを最重要情
報源としていると答えている（Jakpat 2023）。
　インドネシアでは，若者層が主要な有権者層を形成している。有権者の
22.9％がZ世代であり，33.6％がミレニアル世代である（Nabilah 2023）。こ
れらの世代は，選挙に対する関心が比較的高い。Z世代とミレニアル世代の70
％以上が，2024年の選挙に参加する意向を1年前の時点で示している（IDN 

2024a, 88; IDN 2024b, 88）。インスタグラム（Instagram）のリールやティッ
クトックのような短編動画ソーシャルメディアは，彼らにとって大統領選挙キ
ャンペーンの主要な情報源となりつつある。Z世代の回答者の46％は，すべて
の候補者または自分が支持する候補者のビジョンやミッションを短編動画ソー
シャルメディアから得ている（Jakpat 2024, 12）。こうした傾向は世界的にみ
られるもので，2022年以降の東南アジアの選挙政治におけるティックトック
の「活躍」は顕著であった。次節では，東南アジアおける選挙活動でティック
トックが大きな役割を果たした国をいくつか紹介する。
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東南アジアの選挙政治におけるティックトック3

　東南アジアでは2022年から2024年にかけて，フィリピン（2022年5月），マ
レーシア（2022年11月），タイ（2023年5月），インドネシア（2024年2月）の4
つの国で国政選挙が行われたが，ティックトックはこれらすべての選挙で重要
な役割を果たした。
　フィリピンでは，1972年から1986年まで独裁体制をしいたフェルディナン
ド・マルコス元大統領の息子であるボンボン・マルコスが大統領選挙で圧勝し
た。ボンボンはティックトック上で最も人気のある大統領候補であった。マル
コス家の支持者たちは家族の汚名をそそぐため，「気分のよくなる」ティック
トック動画を制作した。こうした動画は，フェルディナンド・マルコスの独裁
時代の汚職と人権抑圧を否定し，経済成長の続いた黄金時代であったかのよう
な歴史の歪曲を行い，マルコスとイメルダ夫人を「天国で結ばれたカップル」
として描いた（de Guzman 2022; Mendoza 2022, 392）。ボンボンは，もっぱ
らティックトックのようなソーシャルメディアでのみ発信を行い，素晴らしい
父親の継承者として選挙戦を展開することで圧勝することに成功した。
　マレーシアでは，2022年の第15回総選挙前に投票年齢が18歳に引き下げら
れ，自動登録制度の導入により有権者が増加したことで，600万人の新規有権
者が登録された。そのため，これらの若者や無党派層の有権者にアピールする
必要に迫られた政党や政治家は，ティックトックを効果的なキャンペーン・ツ
ールとして活用した（Ooi 2022）。イスラム政党である全マレーシア・イスラ
ム党（PAS）は，それ以前の2回の選挙でそれぞれ18議席，23議席しか獲得で
きなかったが，2022年の選挙では49議席を獲得することに成功した。PAS自
身は，ティックトックでのキャンペーンがこうした勝利につながったとしてい
る（Zarrah 2022）。
　タイでは，2014年のクーデター以降，軍が政治を支配していた。2019年の
選挙では，親軍政党が不正や買収をしているという批判があったものの勝利を
収めた。2023年の選挙は，支配的な保守派エリートによる政権運営に対する
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広範な不満を受けて実施され，最近の選挙のなかで最も自由かつ競争が激しい
ものとなった。大半の予想を覆して第一党になったのは，軍や王室に批判的な
改革派の新政党「躍進党」であった。躍進党の勝利に貢献したのがティックト
ックでの選挙キャンペーンであるとされた（Sinpeng 2024）。
　インドネシアでも2024年の選挙においてティックトックは積極的に使われ
た。インドネシアの有権者の半数以上がミレニアル世代以下であり，彼らがテ
ィックトックに夢中になっていることを考えれば，当然である。大統領選挙に
おけるティックトックの役割に関する多くのニュース記事や研究論文では，「ポ
リテインメント」の側面に焦点が当てられている（Han 2023; Nila 2023; 

Economist 2024; Abdullah 2024; PinterPolitik 2024; Raymundus 2024; 

Febriansyah 2024）。ポリテインメントとは，政治と娯楽を融合させた新しい
タイプの政治的コミュニケーションを表す造語である。政治家がエンターテイ
ンメントの空間で自分の素顔やプライベートを発信して，政治に関心の薄い有
権者にアピールすることをいう（Nieland 2008, 3659-3660）。
　選挙に関連するティックトック動画でもメディアで多く取り上げられたのは
娯楽性が高いもの，面白いもので，非政治的であった。とりわけ話題になった
ポリテインメント的ティックトック動画は「踊るプラボウォ」であった。幼い
頃から踊ることが好きだったプラボウォのダンスシーンは人気を呼び，彼の「か
わいい（gemoy）」というイメージを作り上げることに成功した。上述のニュ
ース記事も，このようなリブランディングがプラボウォ＝ギブラン人気を高め
選挙戦に有利に働いたとしている。では，本当にプラボウォ＝ギブランがティ
ックトックで優位に立っていたのであろうか4）。「踊るプラボウォ」は本当に
人気があったティックトック動画なのであろうか。次節以降で，そのことを検

4）アリ・ヌル・アリゼンらの報告書（Ali Nur Alizen et. al. 2024）は，2024年大統領選挙におけ
るティックトックの役割についての定量分析を行っている。しかし，政党，正副大統領候補者の
ティックトック・アカウントのみのフォロワー数，投稿数，「いいね」数を調べるにとどまっている。
フォロワー数はティックトックがバズる上では必ずしも重要ではない。ティックトックにおいて
は公式アカウント以外のアカウントからの発信が重要であることから，この報告書のような分析
では不十分である。また，この報告書では，投票日までの正副大統領候補たちに関するティック
トックの量的推移もわからない。
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証していきたい。

選挙ツールとしてのティックトックの定量化4

　本節では，ティックトックが2024年の大統領選挙においてどの程度活用さ
れたのか，また3組の正副大統領候補でどのような違いが定量的にあったのか
を分析する。分析にあたっては，データスクレイピングのプラットフォームで
あるApifyにあるTikTok Scraperというツールを使用した。収集したティック
トック動画は，正副大統領候補者の名前，あだ名をユーザー名，ハッシュタグ，
説明文のいずれかに含むものとした。表10-1は収集にあたって利用したキー
ワードリストである。収集対象期間は，2023年2月12日から2024年2月14日
の投票日までで，収集した選挙関連動画の総数は7361本であった5）。以下では，
このようなティックトック動画を「選挙関連ティックトック」と呼ぶことにす
る。もちろん，表10-1のキーワードを含まない選挙関連ティックトックもあ
るはずだが，大統領選挙では候補者名を売ることが最も重要であることから，
表10-1のキーワードを含む動画を収集することで，選挙関連ティックトック
の大半を収集できたはずである。
　当然のことながら，1つのティックトックに異なる正副大統領候補のキーワ
ードが含まれていたり，すべてのキーワードが含まれていたりすることもある

5）TikTok scraperでデータ収集作業を行った期間は，投票日から2週間である。そのため，投票日後
に視聴，ダウンロードされた回数もカウントされているが，選挙関連ティックトックであること
から，本章では，ほぼすべてが投票日までに視聴，ダウンロードされたとみなしている。7361と
いうサイズは十分に大きく，本研究の分析の信頼性を高めるものになっているといえるが，潜在
的なバイアスはある。ティックトックのようなソーシャルメディアプラットフォームの場合，ア
ルゴリズムによる選別やユーザー行動に起因する固有のバイアスがデータの代表性に影響を与え
ている可能性がある。また，TikTok Scraperによるデータ抽出プロセスそのものにおいてもバイ
アスが発生している可能性はある。そのため，本章で推定されたパラメータはインドネシア全体
の有権者やインドネシアにおけるティックトック・ユーザー全体といった，より一般的な母集団
の真のパラメータとは異なる可能性がある。これらの限界は，今後の研究において対処すべき課
題として考慮されるべきであるが，本データセットはソーシャルメディア上の選挙に関わる動態
について有益な洞察を提供している。
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ため，特定の正副大統領候補のキーワードを含むことがその正副大統領候補を
支持していることを表しているわけではない。その意味で，この節で行う正副
大統領候補ごとのティックトックの定量的分析は，それぞれの正副大統領候補
への関心度の強さを示すものである。
　図10-1から図10-3は，選挙関連ティックトックの投稿数，視聴数，ダウン
ロード数を週別に示したものである。視聴数とは，ティックトック・ユーザー
が動画を再生した回数を意味し，ティックトックの注目度を図る上で非常に重
要な指標である。また，ダウンロード数は，視聴者が動画を自分の端末に保存
した回数を表す。これもまた，ティックトックにおける動画の人気度を示す重
要な指標である。各正副大統領候補のティックトック動画は，大統領候補か副
大統領候補のキーワードを含むものである。図のなかの網掛けの部分は選挙キ
ャンペーン中（2023年11月28日～2024年2月10日）を意味し，黒い直線は正副
大統領候補の登録が始まった2023年10月19日を示す。
　図10-1から図10-3でまずわかることは，全体でも各ペアでも，候補者登録
が近づくにつれて数値が高まり，投票日が近づくほど急激に高くなっているこ
とである。投稿数についてはペアごとの大きな差はみられないが，視聴数，ダ
ウンロード数については，候補者登録が始まると，プラボウォ＝ギブランが圧
倒的に多くなっている。そして，2024年2月4日から始まる選挙キャンペーン
の最終週では，プラボウォ＝ギブラン関連のティックトック動画は約22億回
もの視聴数に達している。
　表10-2は，選挙キャンペーン中の正副大統領候補の選挙関連ティックトッ

候補者番号と候補者組み合わせ 大統領候補 副大統領候補

01：アニス＝ムハイミン anies; aniesbaswedan cakimin;
muhaiminiskandar

02：プラボウォ＝ギブラン prabowo;
prabowosubianto

gibran;
gibranrakabumingraka

03：ガンジャル＝マフッド ganjar; ganjarpranowo mahfud; mahfudmd

表10-1　検索で用いたキーワード

（出所） 筆者作成。
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図10-1　週別投稿数（2023年2月12日～2024年2月11日）

（出所）筆者作成。
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図10-2　週別視聴数（2023年2月12日～2024年2月11日）

（出所）筆者作成。
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図10-3　週別ダウンロード数（2023年2月12日～2024年2月11日）

（出所）筆者作成。

正副大統領候補ペア名，
正副大統領候補者名

投稿数 視聴数
（百万回）

ダウンロード数
（千回）

アニス＝ムハイミン 59 104 490
プラボウォ＝ギブラン 52 189 800
ガンジャル＝マフッド 40 84 330

大統領候補
アニス 24 61 290
プラボウォ 21 109 490
ガンジャル 14 49 200

副大統領候補
ムハイミン 29 29 140
ギブラン 26 50 180
マフッド 22 26 100

表10-2　 正副大統領候補ペア，各正副大統領候補の選挙関連ティックトックの投稿数，
視聴数，ダウンロード数の日別平均（2023年11月11日～2024年2月10日）

（出所） 筆者作成。
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クの投稿数，視聴数，ダウンロード数の日別平均を示したものである。正副大
統領候補のペアでは，アニス＝ムハイミンが投稿数では最も多いが，視聴数，
ダウンロード数ではプラボウォ＝ギブランがそれぞれ1.89億回，80万回で圧
倒的である。ガンジャル＝マフッドはどの点でも見劣りしていた。
　続いて，正副大統領候補を別々にみていくと，投稿数が一番多いのはムハイ
ミン副大統領候補関連のティックトック動画であるが，視聴数，ダウンロード
数ではプラボウォ大統領候補が圧倒的である。プラボウォ＝ギブランの場合，
ギブラン副大統領候補関連のティックトック動画が視聴数やダウンロード数で
は他の2人の副大統領候補のものよりも多く，視聴数についてはアニスやガン
ジャルといった大統領候補並みであることがプラボウォ＝ギブラン全体の注目
度を上げることにつながっている。

人気ティックトックのコンテンツ分析5

　本節では，選挙関連ティックトックのなかで人気のあったものを分析する。
「人気ティックトック」とは，表10-1のキーワードを含むティックトック動
画のうち，視聴回数が1000万回以上のものを指す。2023年2月12日から
2024年2月14日までに353本の人気ティックトックが作成され，そのうち297
本について目視でコンテンツ分析を行った。残りの56本は選挙後に削除され
たため視聴することができなかった。人気ティックトックは5分類することが
できた。
　1つめは一組の正副大統領候補の両者を支持するティックトック動画，2つ
めは1人の大統領候補だけを支持するティックトック動画，3つめは1人の副大
統領候補だけを支持するティックトック動画，4つめは，正副大統領候補のペ
アかどちらかを批判するもので，それだけではどの候補を支持しているのかわ
からないティックトック動画，5つめはすべての候補者に中立的なティックト
ック動画である。
　このうちの1つめから3つめの範疇にあるティックトック動画を一組の正副
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大統領候補を支持する人気ティックトックとし，4つめと5つめの範疇にある
ティックトック動画は支持不明とした。表10-3は，投票日までの約1年間，立
候補登録開始日から投票日までの期間，選挙キャンペーン期間中の各ペアの人
気ティックトックの数である。この1年間では，プラボウォ＝ギブランを明確
に支持していたものは184本，アニス＝ムハイミンを支持していたものは26本，
ガンジャル＝マフッドを支持していたものは41本であった。選挙キャンペー
ン期間中に限定すると，プラボウォ＝ギブラン支持のティックトック動画は
116本，アニス＝ムハイミン支持は19本，ガンジャル＝マフッド支持は15本
であった。どの期間をとってみても，プラボウォ＝ギブランを支持するティッ
クトック動画の人気が高かったことがわかる。
　表10-4は，立候補登録開始から投票日までの期間中，それぞれのペア，各
正副大統領候補を支持する人気ティックトックがどのぐらいあったのかを示し
ている。この期間では，プラボウォを支持する人気ティックトックが一番多く，
2番目に多いのはギブランを支持するティックトック動画であった。正副大統
領候補2人を同時に取り上げるティックトック動画よりも個別に取り上げたテ
ィックトック動画のほうがよくみられるということなのであろう。
　プラボウォ＝ギブラン以外のペアをみていくと，ガンジャル＝マフッドにつ
いては，ガンジャルが当初はティックトックで人気を博すことに成功していた。
人気のあったティックトック動画は，ガンジャルが学生や老人などとリラック

ペア名

1年間
（2023.2.12 ～
2024.2.14）

立候補登録開始日か
ら投票日 
（2023.10.19 ～
2024.2.14）

選挙キャンペーン中
（2023.11.28 ～
2024.2.10）

アニス＝ムハイミン 26 25 19
プラボウォ＝ギブラン 184 168 116
ガンジャル＝マフッド 41 15 15

不明 46 41 32
合計 297 249 182

表10-3　正副大統領候補ペアの人気ティックトック数

（出所） 筆者作成。
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スした雰囲気で対話をするものであった。しかし，ジョコウィがガンジャルで
はなく，プラボウォを支持することが明確になるにつれてティックトックでの
人気もなくなってしまった。
　表10-3のように，投票日までの約1年間でみるとガンジャル＝マフッドの人
気ティックトックは41本あるが，そのうちの26本は立候補登録前の動画であり，
そのコンテンツはすべてガンジャルの住民との対話シーンである。立候補登録
後には人気ティックトックは15本にとどまった。そのうち13本はガンジャル
支持の動画で，マフッドを支持する人気ティックトックはなく，2人を合わせ
て支持する人気ティックトックは2本しかなかった。選挙が近づいても，ティ
ックトックではガンジャルだけが人気があり，それも伸び悩んでしまった。
　一方，アニス＝ムハイミンについては，投票日までの約1年間の人気ティッ
クトック数は26本で，そのうちの25本が立候補登録後になっている。つまり，
選挙が近づくにつれてティックトック人気が出たことがわかる。25本のうち，
アニスだけを支持する動画は13本，2人を支持する動画は8本，ムハイミンを
支持する動画は4本である。立候補登録以前は，アニスの主要なソーシャルメ
ディアはユーチューブ（YouTube）であった。「アニスへの要望（Desak 

Anies）」というイベントが各地で行われ，そのイベントでアニスが人々と対話

ペア，候補者名 数
プラボウォ＝ギブラン 38
プラボウォのみ 80
ギブランのみ 50
アニス＝ムハイミン 8
アニスのみ 13
ムハイミンのみ 4
ガンジャル＝マフッド 2
ガンジャルのみ 13
マフッドのみ 0

表10-4　 正副大統領候補ペア，正副大統領候補を支持する人気
ティックトック数（立候補登録開始日から投票日）

（出所） 筆者作成。
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し，質問に答えた。その様子がユーチューブで流されたのである。もともとア
ニス自身が大学教員であったこともあり，そのコンテンツは教育的には優れて
いるものの，堅苦しく，視聴時間が長いものであったため，アニス支持者以外
の有権者にアピールすることができなかった。
　選挙キャンペーンが始まった2023年12月下旬になると，アニスはティック
トックのライブ配信を開始し，視聴者とリラックスした雰囲気でユーモアを交
えながら対話するようになった。彼は理想的な父親像を演出し，「オンライン
の父親（Abah Online）」と呼ばれるようになった。このライブ配信はアニスの
キャンペーンチームの予想を上回る人気を集めて話題となり，30万人以上の
視聴者を獲得した（Alinda and Rizal 2024; Haidar 2024）6）。それでも，プラ
ボウォ＝ギブランの人気ティックトックには及ばなかった。
　選挙関連ティックトックで最も視聴された動画は，選挙キャンペーン中にプ
ラボウォがキャンペーンソングをバックに踊り，その近くでギブランが参加者
に盛り上がるよう求めるシーンであった。プラボウォは，強面の元軍人として
愛国心を強調するイメージを打ち出した2014年と2019年の大統領選挙では勝
つことができなかった。そこで，2024年の選挙では，若者層にアピールしよ
うと「かわいい（gemoy）」イメージを創り出すことでリブランディングを図
った。この「ポリテインメント」戦略がプラボウォ＝ギブラン勝利に貢献した
といわれる（Han 2023; Nila 2023; Economist 2024; Abdullah 2024; PinterPolitik 

2024; Raymundus 2024; Febriansyah 2024）。それは間違いではない。しかし，
人気ティックトックをみてみると，そもそも踊るコンテンツ，「かわいい
（gemoy）」コンテンツが支配的ではなかった。立候補登録開始日から投票日
までの間に投稿されたプラボウォ＝ギブランを支持する人気ティックトック
168本のうち，プラボウォや他の支持者がダンスするティックトック動画はわ
ずか16本であった。
　16本以外の人気ティックトックのコンテンツは多様である。正副大統領候
補者討論会で他の候補者からの厳しい質問に答えるプラボウォの様子を映した

6） アズカ・グルシャンとズル・キスティ（アニスのメディア担当）とのインタビュー，2024年1月
14日。
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ものや，プラボウォやギブランのプライベートな生活を映したものもある。プ
ラボウォの愛国的な演説もバズっている。
　あるいは，闘争民主党党首メガワティが同党の大会で同党員でもあるジョコ
ウィを茶化したシーンを取り上げたコンテンツもある。そのコンテンツでは，
メガワティが大統領であるジョコウィを軽んじていることがジョコウィとその
支持者の反発を生み，ジョコウィの息子ギブランがプラボウォの副大統領候補
となり，プラボウォがジョコウィの後継者になったというストーリーが展開さ
れている。また，プラボウォ＝ギブランの選挙公約，たとえば「無料昼食プロ
グラム」を説明するティックトックも人気を集めた。ギブランを支持する人気
ティックトックでは，インドネシアの若者世代の代表としてギブランを描くも
のもあった。
　ギブランは幼少期からインターネットになじみ，ソーシャルメディアに依存
する世代に属し，日本の漫画や韓国のポピュラー音楽K-POPファンでもある
ことを公言している。これも，彼が若者世代の代表としてブランディングされ
た理由のひとつである。副大統領候補者討論会において，彼は「ナルト」のコ
スプレをして登場した。ナルトはインドネシアで最も人気のある日本アニメの
ひとつであり，ギブラン自身がナルト好きだったからである。eスポーツイベ
ントでは，彼はナルトの息子であるボルトのコスプレをし，それも注目を集め
た（Titi 2024）。
　このようにナルトを政治利用した背景のひとつには，インドネシアのオンラ
イン空間では，ジョコウィをナルト，プラボウォをサスケ（ナルトの親友にし

てライバルで，ボルトを弟子にする人物），ギブランをボルトと見なして，イン
ドネシアをナルトの世界と同一視するような言説が溢れていたからでもある。
　インドネシアの有力日刊紙『コンパス』が投票日に行った出口調査（表
10-5）からは，プラボウォ＝ギブランへの支持が若者世代，とくにティックト
ック利用率が高いZ世代の間で非常に高かったことがわかる（Agustina 2024）。
ティックトック上でプラボウォとギブランが作り出したイメージやメッセージ
は，若者層にアピールしていたといえるであろう。最も人気があったイメージ
のひとつは，プラボウォの「gemoy」であったことは間違いない。しかし，
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それだけでは彼らの高い人気を説明するには不十分である。ティックトックで
は，さまざまな種類の動画が投稿されており，ギブランが若者代表としてアピ
ールしたティックトックなども人気を呼んでいたのである。そうしたことから
すると，ティックトック政治がポリテインメント的要素だけというのも言いす
ぎであることがわかる。
　ただ，ティックトックコンテンツの多様性に限界があることも事実である。
プラボウォは1966年から1998年まで独裁体制をしいたスハルト元大統領の娘
婿であり，軍高官時代の人権侵害の責任を問われ続けている。ギブランは，民
主主義の質の低下を推し進め，一族支配をしようとしていると批判されている
現職大統領ジョコウィの息子である。こうした有権者にとって知っておくべき，
プラボウォ＝ギブランに不利な情報は，選挙関連の人気ティックトックではま
ったく取り上げられていなかった。

おわりに

　本章では，選挙関連ティックトックの投稿数，視聴数，ダウンロード数の定
量分析を行った。選挙キャンペーンの時期には，選挙関連視聴数が1週間で20
億を超えるなど，ティックトックには非常に強い拡散力があることがわかった。

アニス＝
ムハイミン

プラボウォ
＝ギブラン

ガンジャル
＝マフッド 不明

Z世代（26歳未満） 16.7 65.9 9.6 7.8

Y世代（a）（26～33歳） 20.2 59.6 11.7 8.5

Y世代（b） （34～41歳） 22.3 54.1 13.9 9.7

X世代（42～55歳） 24.3 49.1 16.4 10.2

ベビーブーマー（56～74歳） 25.7 43.1 21.3 9.9

表10-5　 正副大統領候補3組への世代別投票率（コンパス紙出口調査，％）

（出所）Agustina（2024）に基づき筆者作成。
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とりわけ，選挙で勝利をしたプラボウォ＝ギブランのティックトック動画が圧
倒的に人気があり，踊るプラボウォという「かわいい」イメージ戦略が奏功し
ていたこともわかった。
　ただ，人気のあるティックトックのコンテンツは多様であり，プラボウォの
愛国的なスピーチ，アニメも使ったギブランの若手代表イメージ，選挙公約の
説明なども人気があった。そうしたことからすると，ティックトックはポリテ
インメント的要素が多いけれども，単純に選挙キャンペーンを軽薄で面白けれ
ばよいというものにし，思想や公約を無意味化することで民主主義の空洞化に
拍車をかけたというのも現段階では言い過ぎであろう。
　2024年大統領選挙をふまえて確実にいえることは，ビジュアルなソーシャ
ルメディアが今後は最も重要なキャンペーン・ツールになっていくであろうと
いうことである。ビジュアルなメッセージはテキスト・メッセージよりも遥か
にパワフルである。ビジュアル性の高いコンテンツがこれからの選挙では一層
重要になっていくであろう。ただ，そうしたコンテンツを通じて，ある候補者
や政党に親近感や共感を抱くことにはなっても，今のところ，そうしたコンテ
ンツが投票行動を決めるというのは言い過ぎであり，実証もされているとはい
えない。
　また，2024年大統領選挙でのティックトックのコンテンツが示すように，
どのソーシャルメディアにも欠点とバイアスがある。1つのビジュアル・ソー
シャルメディアだけが圧倒的に重要な選挙ツールになってしまうと，候補者の
性格や政策のある一面だけが強調され，それ以外の面は有権者からみえなくな
ってしまう可能性がある。今回の選挙ではティックトックが強力なビジュアル・
ソーシャルメディアだったことは間違いない。上述したように，Z世代は正副
大統領候補のビジョンやミッションをティックトックのような短編動画ソーシ
ャルメディアから得ている割合が最も高かった。しかし，それでもその割合は
46％にとどまっており，他のメディアなどからも情報を得ていた。そのこと
からすると，政府レベルでも市民社会レベルでも多様なビジュアル・プラット
フォームを確保し続ける努力が不可欠であり，それがインドネシアの民主主義
の後退を押しとどめることにつながるであろう。
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